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今
回
の
台
風
災
害
を
教
訓
に

防
災
計
画
か
ら
見
直
し
て
は

青
少
年
自
ら
の
企
画
運
営
で

事
業
展
開
で
き
る
仕
組
み
を

み
ら
い
政
策
会
議 

安
藤
多
恵
子

新
政
会 

綱
嶋
　
洋
一

公
明
党 

山
岸
　
篤
郎

財源確保のため広

報紙や循環バスに

有料広告の掲載を

インターは今後ど

のように説明し意

見集約を図るのか

あ
や
せ
市
民
会
議 

増
田
淳
一
郎

減少しない待機児

童の解消に向け市

が行うべき対策は

あ
や
せ
市
民
会
議 

　
青
　
　
愼

日
本
共
産
党 

松
本
　
春
男

　
問
　
財
政
難
を
少
し
で
も
補
お
う
と
、

他
の
自
治
体
で
は
公
用
車
や
広
報
紙
に
有

料
広
告
を
掲
載
し
て
歳
入
を
得
て
い
る
。

本
市
で
も
有
料
広
告
で
歳
入
を
得
る
方
法

を
探
る
広
告
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
市

内
企
業
の
協
力
を
得
て
、
広
報
紙
の
ほ
か
、

公
共
施
設
、
市
内
循
環
バ
ス
や
来
年
度
か

ら
試
験
運
行
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス

の
車
体
に
広
告
を
掲
載
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
屋
根
つ
き
バ
ス
停
の
再
整
備
を
計

画
し
て
、
バ
ス
停
へ
の
広
告
掲
載
や
民
間

企
業
の
維
持
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ

り
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
で
バ
ス
停
の
整
備
と
維
持

管
理
を
行
う
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ー
ニ
チ
ャ

ー
事
業
を
展
開
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
答
　
有
料
広
告
の
掲
載
は
、
新
た
な
歳

入
の
考
え
方
と
し
て
関
係
各
課
で
そ
の
活

用
方
法
を
研
究
・
検
討
し
て
い
る
。
こ
の

た
め
、
検
討
委
員
会
の
設
置
は
考
え
て
い

な
い
。
広
報
あ
や
せ
に
は
県
市
町
村
振
興

協
会
の
宝
く
じ
販
売
広
告
を
掲
載
し
て
い

る
が
、
他
の
広
告
に
つ
い
て
も
多
く
の
市

民
が
見
る
メ
リ
ッ
ト
を
活
用
し
、
早
期
に

実
施
し
た
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
へ

の
掲
載
は
、
経
費
の
軽
減
に
有
効
な
手
段

と
考
え
て
い
る
。
バ
ス
停
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式

に
つ
い
て
は
、
本
市
に
適
用
可
能
か
研
究

し
て
い
き
た
い
が
、
運
行
事
業
者
が
応
分

の
負
担
を
す
る
方
法
で
検
討
し
て
い
る
。

（
他
に
「
文
化
会
館
駐
車
場
に
つ
い
て
」

「
市
民
健
康
増
進
に
つ
い
て
」
「
子
ど
も

達
の
体
力
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

　
問
　
市
長
は
、
九
月
議
会
で
東
名
イ
ン

タ
ー
設
置
に
つ
い
て
「
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
を
十
分
見
極
め
、
市
民
や
議
会
に

説
明
し
、
意
見
を
頂
き
、
判
断
す
る
」
と

答
え
た
。
イ
ン
タ
ー
は
ま
ち
づ
く
り
の
大

き
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
市
民
に
議
論
や
考

え
る
場
を
設
け
て
い
く
こ
と
と
そ
の
プ
ロ

セ
ス
が
大
切
で
あ
る
が
、
検
討
委
員
会
の

中
間
報
告
を
受
け
、
市
民
に
ど
の
よ
う
な

説
明
を
し
、
意
見
の
集
約
を
図
る
の
か
。

ま
た
、
以
前
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
あ
り
方
や
数
字
の
扱
い
方
に
疑
問
が
あ

る
が
、
市
長
の
考
え
は
。
イ
ン
タ
ー
推
進

担
当
と
い
う
名
称
は
、
こ
れ
か
ら
設
置
の

判
断
を
仰
ぐ
こ
と
か
ら
一
考
す
べ
き
で
は
。

　
答
　
こ
れ
ま
で
調
査
検
討
し
て
き
た
イ

ン
タ
ー
設
置
の
必
要
性
と
設
置
に
伴
う
効

果
や
影
響
な
ど
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

を
活
用
し
、
市
民
に
周
知
す
る
。
ま
た
、

今
後
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
の
理
解
と

協
力
を
得
る
た
め
に
、
地
域
別
説
明
会
を

開
催
し
、
同
時
に
市
民
の
意
見
を
聞
い
て

い
く
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
含
め
、

今
ま
で
の
経
過
や
費
用
対
効
果
、
環
境
へ

の
配
慮
等
々
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
く
こ

と
が
当
然
と
考
え
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
推

進
担
当
の
名
称
変
更
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

機
構
改
革
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

（
他
に｢

水
辺
の
楽
校
構
想
の
研
究
を
は

じ
め
て
は｣

「
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
」

「
英
語
教
育
は
百
年
の
大
計
を
持
っ
て
」

を
質
問
）

　
問
　
現
在
の
少
子
化
の
流
れ
を
変
え
る

に
は
、
女
性
が
子
育
て
を
し
や
す
い
環
境

の
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
保

育
園
が
果
た
す
役
割
は
大
変
重
要
で
あ
る
。

現
在
、
市
内
に
い
る
百
三
十
二
人
の
待
機

児
童
へ
の
対
策
は
。
条
件
が
整
え
ば
民
間

人
が
学
校
の
余
裕
教
室
を
借
り
て
、
保
育

園
を
開
園
す
る
こ
と
は
可
能
か
。
三
十
年

前
に
建
設
さ
れ
た
大
上
保
育
園
に
は
駐
車

場
が
な
い
た
め
、
周
辺
で
は
朝
の
通
勤
時

に
一
般
車
両
と
送
迎
車
両
が
重
な
り
渋
滞

が
起
き
て
い
る
。
早
急
に
駐
車
場
を
設
置

す
べ
き
で
は
。
ま
た
、
こ
こ
は
避
難
場
所

に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
老
朽
化
し
た

施
設
を
建
て
替
え
る
考
え
は
な
い
か
。

　
答
　
こ
れ
ま
で
も
綾
南
保
育
園
で
定
員

増
や
一
時
保
育
事
業
を
開
始
す
る
ほ
か
、

市
内
保
育
園
に
定
員
の
弾
力
化
を
働
き
か

け
て
き
た
が
、
待
機
児
童
解
消
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
今
後
は
、
民
間
保
育
所
の
定

員
増
計
画
や
南
部
地
域
に
予
定
さ
れ
て
い

る
認
定
保
育
所
の
設
置
な
ど
を
積
極
的
に

支
援
し
て
い
き
た
い
。
余
裕
教
室
で
の
保

育
園
の
開
園
は
、
児
童
福
祉
施
設
と
し
て

の
改
修
が
必
要
な
た
め
難
し
い
と
考
え
て

い
る
。
大
上
保
育
園
の
駐
車
場
に
つ
い
て

は
、
来
年
度
設
置
し
、
迷
惑
駐
車
の
解
消

に
努
め
た
い
。
ま
た
、
施
設
は
平
成
十
年

に
耐
震
審
査
を
実
施
し
、
耐
震
性
は
確
保

さ
れ
て
い
る
と
の
判
定
を
受
け
て
い
る
。

（
他
に
「
防
災
無
線
と
非
常
電
源
装
置
に

つ
い
て
」
を
質
問
）

　
問
　
次
代
を
担
う
青
少
年
が
健
や
か
に

成
長
す
る
た
め
に
は
、
大
人
が
責
任
を
自

覚
し
、
健
全
に
育
つ
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
が
重
要
だ
が
、
本
市
に
は
、
青
少
年
を

対
象
に
し
た
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
等
の
事
業

が
極
端
に
少
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
発
想

が
豊
か
で
柔
軟
な
若
者
の
ア
イ
デ
ア
で
、

魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
ユ

ー
杉
並
を
始
め
と
し
た
多
く
の
都
市
で
は
、

青
少
年
が
自
主
的
に
企
画
し
、
異
世
代
が

交
流
で
き
る
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

本
市
で
も
青
少
年
た
ち
が
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
等
の
事
業
を
自
ら
企
画
し
、
事
業
を
展

開
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要

と
思
う
が
、
そ
の
考
え
は
な
い
か
。

　
答
　
近
年
、
青
少
年
を
取
り
巻
く
社
会

問
題
の
要
因
の
一
つ
に
、
青
少
年
の
孤
独

感
や
疎
外
感
が
背
景
に
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
本
市
の
社
会
教
育
委
員
会
議
か
ら

受
け
た
青
少
年
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い

て
の
答
申
で
は
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
、

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
密
接
な
連
携
を
深

め
、
若
者
自
ら
が
企
画
・
運
営
に
加
わ
り

魅
力
あ
る
事
業
展
開
が
図
れ
る
体
制
づ
く

り
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
青
少
年
が
安

心
し
て
仲
間
と
集
い
主
体
的
な
活
動
や
自

己
実
現
が
で
き
る
よ
う
に
、
既
存
の
公
共

施
設
の
利
用
形
態
を
改
善
し
、
利
用
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
他
に
「
通
学
路
に
お
け
る
交
通
安
全
の

確
保
に
つ
い
て
」
「
消
防
団
の
運
営
に
つ

い
て
」
を
質
問
）

適
切
な
地
域
と
防
災
協
定
を

締
結
し
災
害
に
強
い
ま
ち
に

　
問
　
今
年
は
、
記
録
更
新
の
台
風
上
陸

や
中
越
地
震
等
、
災
害
の
多
い
年
で
あ
っ

た
。
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

限
ら
れ
た
予
算
で
効
果
的
な
対
策
が
望
ま

れ
る
中
、
千
葉
県
沼
南
町
と
相
互
防
災
協

定
を
結
ん
で
い
る
が
、
関
東
大
震
災
の
際

に
は
沼
南
町
も
被
害
を
受
け
て
お
り
、
互

い
に
被
災
す
る
状
況
が
考
え
ら
れ
る
。
も

し
も
の
と
き
に
は
、
被
災
地
の
外
側
で
あ

ま
り
遠
く
な
い
と
こ
ろ
が
理
想
的
な
協
定

締
結
先
と
思
わ
れ
る
た
め
、
沼
南
町
で
は

地
理
的
に
適
切
と
思
え
な
い
。
南
関
東
地

震
や
東
海
地
震
等
、
い
つ
来
て
も
お
か
し

く
な
い
災
害
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
に
備
え
て
速
や
か
に
適
切
な
地
域

と
相
互
防
災
協
定
を
結
ぶ
べ
き
で
は
。

　
答
　
災
害
時
の
応
援
体
制
の
重
要
性
は
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
か
ら
十
分
認

識
し
、
各
種
の
応
援
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

沼
南
町
と
は
、
相
互
の
要
請
に
基
づ
き
応

急
・
復
旧
対
策
等
を
実
施
す
る
こ
と
を
目

的
に
平
成
八
年
三
月
に
締
結
し
た
も
の
で
、

関
東
地
域
の
自
治
体
と
し
て
ど
ち
ら
も
被

害
に
遭
う
可
能
性
は
排
除
で
き
な
い
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
応
援
で
き
る
可
能
性

も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
南
関
東
直
下
型

地
震
等
の
被
害
が
想
定
さ
れ
て
い
る
区
域

以
外
の
都
市
と
の
相
互
応
援
協
定
も
必
要

と
考
え
て
お
り
、
多
く
の
協
定
者
を
パ
ー

ト
ナ
ー
に
し
、
災
害
時
の
体
制
を
整
え
て

い
く
こ
と
は
本
市
に
と
っ
て
有
効
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
、
検
討
し
て
い
く
。

　
問
　
台
風
に
よ
り
本
市
で
も
河
川
の
は

ん
ら
ん
や
土
砂
崩
れ
な
ど
で
多
く
の
市
民

が
被
害
を
被
っ
た
が
、
今
回
の
反
省
点
や

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
問
う
。
災
害
時
の

体
制
と
し
て
は
、
情
報
を
把
握
し
や
す
く

機
能
的
で
動
き
や
す
い
、
広
い
会
議
室
に

本
部
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。
土
砂
災
害

危
険
箇
所
マ
ッ
プ
等
に
よ
り
危
険
箇
所
等

の
情
報
を
市
民
や
地
権
者
に
知
ら
せ
な
い

か
。
避
難
所
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
学

校
の
耐
震
補
強
工
事
の
進
ち
ょ
く
状
況
は
。

地
域
防
災
計
画
か
ら
は
災
害
時
の
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
で
き
て
い
る
よ
う
に
も
読
め

る
が
、
避
難
所
運
営
や
職
員
活
動
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
答
　
台
風
22
号
時
の
反
省
か
ら
23
号
で

は
、
広
い
会
議
室
に
風
水
害
警
戒
本
部
を

設
置
し
て
お
り
、
今
回
の
幾
多
の
経
験
を

今
後
の
教
訓
と
し
た
い
。
危
険
箇
所
マ
ッ

プ
は
県
や
市
の
窓
口
で
配
布
、
個
別
調
査

表
は
閲
覧
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
市
民
や

地
権
者
に
個
別
配
布
す
る
考
え
は
な
い
。

今
後
、
耐
震
補
強
工
事
を
行
う
学
校
は
、

校
舎
五
校
と
体
育
館
四
校
で
、
平
成
十
九

年
度
に
終
了
予
定
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
地
域
防
災
計
画
は
、
災
害
対
策
基
本

法
や
県
の
防
災
計
画
に
基
づ
き
策
定
し
た

も
の
で
、
こ
れ
に
基
づ
き
本
部
を
設
置
し

対
応
し
て
お
り
、
ま
だ
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
な

い
が
、
今
後
、
関
係
機
関
と
調
整
す
る
。

（
他
に
「
学
校
給
食
に
地
元
農
産
物
の
食

材
を
」
を
質
問
）

　
一
般
質
問
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
政
全
般
に
対
し
て
、
議
員
が
執
行
者
の
考
え
方
を
た
だ
す
こ
と
が

で
き
る
も
の
で
す
。

　
１２
月
定
例
会
で
は
、
１２
月
１４
日
・
１５
日
の
本
会
議
で
１５
人
の
議
員
か
ら
質
問
が
行
わ
れ
、
終
始
熱
の
入
っ
た
論
議
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
以
下
は
質
問
・
答
弁
の
概
要
で
す
（
掲
載
は
質
問
順
、
４
面
ま
で
続
き
ま
す
）。

次
号
は
、
5
月
１５
日

の
新
聞
（
朝
刊
）
に

折
り
込
み
ま
す
。
　


